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１
月
11
日（
日
）、
栗
原
市
二
十

歳
を
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
晴
れ
や
か
な
表
情
で
会
場
に

集
っ
た
皆
さ
ん
の
姿
に
、
大
き

な
希
望
と
頼
も
し
さ
を
感
じ
た

１
日
で
し
た
。

　
市
も
昨
年
４
月
、
誕
生
か
ら

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
と

歩
み
を
同
じ
く
し
て
成
長
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
門
出
を
お
祝
い
で

き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　
今
年
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た

人
は
５
２
９
人
で
し
た
が
、
20

年
前
に
は
、
お
よ
そ
千
人
だ
っ

た
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
人
口

減
少
の
現
実
を
改
め
て
実
感
い

た
し
ま
す
。
現
在
の
出
生
数
は

さ
ら
に
減
少
し
て
お
り
、
人
口

減
少
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
子
育
て

支
援
や
若
者
の
就
職
支
援
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む
施

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
は
、
未
来
へ
の
大
切
な

投
資
で
す
。
現
在
は
、
全
て
の

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安
心
し

て
遊
べ
る
場
を
確
保
す
る
た
め
、

屋
内
外
遊
戯
施
設
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
温
か
く
見
守
り
、
支
え

合
う
風
土
を
育
み
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ

ん
が
希
望
を
胸
に
門
出
の
日
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
し

や
す
い
栗
原
を
目
指
し
、
引
き

続
き
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
二
十
歳
の
門
出

総
合
支
所
の
窓
口
受
付

時
間
を
変
更

　
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
、

よ
り
安
定
し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
総
合

支
所
の
窓
口
受
付
時
間
を
変
更
し

ま
す
。

●
内
容

□
窓
口
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
30
分

□
対
象
　
総
合
支
所
の
全
て
の

窓
口

●
そ
の
他
　
次
の
業
務
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
ま
で
の
時
間
で
受

付
し
ま
す
。

□
出
生
や
死
亡
、
婚
姻
や
離
婚

な
ど
戸
籍
に
関
す
る
届
出

□
電
話
、メ
ー
ル
な
ど
、対
面
以

　
外
の
通
信
手
段
に
よ
る
相
談

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
発
行
手
数
料
が
、
総
合
支
所
窓

口
で
発
行
す
る
よ
り
も
１
０
０
円

安
く
な
り
ま
す
。
便
利
で
お
得
な

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
可
能
店
舗
　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

　
機
を
設
置
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど

●
取
得
で
き
る
証
明
書

□
住
民
票
の
写
し

※

本
人
と
本
人
の
同
一
世
帯
分

※

除
票
、
住
民
票
コ
ー
ド
や
個
人
番

号
を
記
載
し
た
も
の
は
取
得
不
可

□
印
鑑
登
録
証
明
書

※

本
人
分

□
所
得
課
税
証
明
書

※

過
年
度
は
取
得
不
可

※

本
人
分

□
戸
籍
謄
本（
抄
本
）、
戸
籍
の

附
票

※

栗
原
市
に
本
籍
が
あ
り
、
本
人
が

在
籍
す
る
現
在
の
戸
籍

※

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
は
取
得
不
可

●
利
用
時
間

□
戸
籍
証
明
　午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

□
そ
の
他
　
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
11
時

※

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）、

　
シ
ス
テ
ム
休
止
日
を
除
く

※

市
役
所
本
庁
舎
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
の
利
用
時
間
は
、
戸
籍
証
明
と

同
様
で
す
。

●
準
備
す
る
も
の

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

□
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
※

　
の
暗
証
番
号

※
カ
ー
ド
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

組
織
機
構
を
改
編

　
４
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
組
織

を
改
編
し
ま
す
。

●
改
編
内
容

□
金
成
総
合
支
所
萩
野
出
張
所

を
廃
止
。

□
教
育
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、10

地
区
の
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
へ
業
務
を
移
管
。

□
農
林
振
興
部
と
商
工
観
光
部

を
統
合
し
、
部
の
名
称
を
産

業
経
済
部
に
し
ま
す
。
な
お
、

課
名
や
係
名
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
　

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
室

☎（
22
）１
１
２
６

　
南
部
神
楽
は
、
江
戸
時
代
末
期

か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
す
。
そ

の
名
称
は
岩
手
県
南
を
含
む
旧
仙

台
藩
領
で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
北
の
岩
手
県
で
は「
仙
台
神

楽
」、「
胆
沢
神
楽
」、「
エ
ン
ギ
神

楽
」な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
神
仏
へ
奉
納
さ
れ
て

き
た「
山
伏
神
楽
」、「
法
印
神
楽
」

は
、
加
持
祈
祷
や
神
事
を
行
う
山

伏
や
法
印
な
ど
の
修
験
者
に
よ
る

神
楽
で
、
南
部
神
楽
は
山
伏
神
楽

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
ま
し
た

が
、
そ
の
特
徴
で
あ
る
獅
子
頭
を

用
い
た「
権
現
舞
」を
取
り
入
れ
ず
、

独
自
の
発
達
を
遂
げ
た
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
民
衆
が
楽
し
む
た
め
の
演
目
が

多
数
を
占
め
て
お
り
、
浄
瑠
璃
や

歌
舞
伎
の
よ
う
に
舞
手
が
セ
リ
フ

を
唱
え
て
演
じ
る「
劇
舞
」は
南
部

神
楽
特
有
の
も
の
で
す
。
一
方
で
、

神
に
奉
納
す
る「
式
舞
」や「
神
舞
」

は
舞
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
衆
が
担
い
手
と
な
っ
て
広
ま
っ

た
南
部
神
楽
は
、
神
に
捧
げ
る
祈

り
と
し
て
、
ま
た
、
心
浮
き
立
つ

祭
り
の
調
べ
の
１
つ
と
し
て
、四
季

を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
彩
っ

て
き
ま
し
た
。

　
南
部
神
楽
が
盛
ん
な
地
域
と
し

て
知
ら
れ
る
栗
原
で
す
が
、
近
年

は
担
い
手
や
発
表
の
場
の
減
少
な

ど
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
流
派
を
越
え
た
共
演

や
協
議
会
の
結
成
な
ど
、
継
承
の

た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、
２
月

15
日（
日
）に「
神
楽
ふ
れ
あ
い
教

室
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
、
南
部
神
楽
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

栗
原
市
立
病
院
令
和
６
年

度
取
組
事
項
に
対
す
る
点

検
・
評
価

　
市
立
病
院
の
取
り
組
み
を
評
価

す
る
令
和
７
年
度
栗
原
市
立
病
院

経
営
評
価
委
員
会
で
、
専
門
家
な

ど
か
ら
、
令
和
６
年
度
に
市
立
病

院
が
行
っ
た
取
り
組
み
に
対
し
、

点
検
や
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
点
検
評
価
の
総
括
内
容

　
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め

て
厳
し
く
、
物
価
上
昇
、
人
件
費

の
増
加
、
円
安
の
影
響
な
ど
、
費

用
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ず
、
ほ
と

ん
ど
の
自
治
体
病
院
で
は
、
入

院
・
外
来
患
者
数
を
維
持
で
き
て

も
、
諸
費
用
の
増
加
、
人
件
費
の

増
加
に
見
合
う
診
療
報
酬
を
得
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

一
般
企
業
の
よ
う
に
価
格
改
定
な

ど
で
収
益
の
確
保
は
、
制
度
上
難

し
く
、
現
状
を
前
提
と
し
て
、
限

ら
れ
た
資
源
の
中
で
最
善
の
対
応

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
の

影
響
で
、
患
者
数
の
減
少
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
す
で
に
定
着
し
た

患
者
や
、
地
域
と
し
て
守
る
べ
き

患
者
の
皆
さ
ん
を
取
り
こ
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
医
療
提
供
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は

病
院
運
営
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス

を
減
ら
す
対
策
と
し
て
望
ま
し
い

で
す
。
特
に
栗
原
中
央
病
院
は
、

地
域
の
中
核
的
病
院
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
重
要

な
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

栗
原
中
央
病
院
の
持
続
と
充
実
を

最
優
先
に
病
院
事
業
全
体
を
組
み

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
厚
生
労
働
省
の
２
０
４
０
年
外

来
機
能
予
測
で
は
、
特
に
東
北
地

方
で
は
多
く
の
医
療
圏
で
診
療
所

の
医
師
数
が
半
減
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

自
治
体
が
運
営
す
る
公
的
医
療
機

関
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
た
め
、
今
後
の
医
療
体
制
の

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ら
に

無
駄
を
省
く
経
営
努
力
の
継
続
と

自
治
体
と
し
て
の
覚
悟
を
持
っ
た

政
策
的
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
に

よ
り
、
医
療
の
か
か
り
方
に
関
す

る
意
識
の
向
上
に
も
力
を
注
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※

各
病
院
の
評
価
な
ど
、
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）５
６
３
１

栗
原
市
立
病
院
あ
り
方

検
討
委
員
会
意
見

　
市
立
病
院
で
は
、
経
営
改
善
を

図
る
た
め
、
限
り
あ
る
財
源
や
人

材
、
医
療
供
給
体
制
の
中
で
、
病

床
数
の
再
編
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
経
営
は
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
内
外
の
医
療
関

係
者
な
ど
で
構
成
す
る
、
栗
原
市

立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
市
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
こ
の
委
員
会
を
３
回
開

催
し
、
次
の
よ
う
な
意
見
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

●
委
員
会
意
見

□
市
立
３
病
院
は
、
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
、
近
い
将

来
、
市
立
３
病
院
を
統
合
す

る
道
筋
は
避
け
ら
れ
な
い
。

□
統
合
に
伴
い
、
患
者
の
移
動

手
段
な
ど
で
利
便
性
を
損
う

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
、
市
民
に
と
っ
て
マ
イ

ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策

を
考
え
、
丁
寧
な
説
明
を
行

い
、
お
お
む
ね
の
理
解
を
得

た
上
で
、
早
期
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

□
将
来
的
に
若
柳
病
院
と
栗
駒

病
院
が
栗
原
中
央
病
院
に
統

合
さ
れ
る
場
合
は
、
民
間
の

力
も
想
定
し
た
上
で
、
２
病

院
の
施
設
活
用
に
つ
い
て
も
、

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
局
医
療
管
理
課

☎（
21
）５
６
３
１

▲開催した二十歳を祝う会

な
ん
　 ぶ
　  

か
ぐ
　 ら
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化
財
散
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南
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市ウェブサイト

神楽ふれあい教室

▲市役所に設置している
　交付端末


